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ピークを持つEastern Pacific (EP)型El Nin˜oや、中
央太平洋に正の SST偏差のピークを持ち西太平洋赤
道域と東太平洋赤道域に負のSST偏差を持つCentral
Pacific (CP) 型 El Nin˜o（El Nin˜o モドキ）が知られ
ている。EP型El Nin˜oでは冬から春にかけて極東域
は暖冬傾向にあるが、CP型 El Nin˜oでは冬から春
にかけて寒冬傾向にある（Yuan and Yang, 2012）。
ENSO時にはテレコネクションパターンが現れるこ
とが知られており、Wallace and Gutzler (1981)によ
るテレコネクションパターンから分類したパターンで









れている（Wang et al., 2000）。El Nin˜o時の秋から
春にかけてフィリピン海の SST偏差は負となるが、





く現れ、冬季極東域は EP型 El Nin˜oなら暖冬とな
る傾向がある。しかし、気象庁定義（EP型）でも寒














































データ (monthly) 格子間隔 期間
気 温 · 高 度
·SLP·風
NCEP Reanalysis-1 (Kalnay et al., 1996) 2.5◦×2.5◦ 1948∼2017/18
SST Extended Reconstructed Sea Surface
Temperature (ERSST) v5 (Huang et al.,
2017)
2.0◦×2.0◦ 1918∼2017/18













である。ここで、添字 w, c はそれぞれ暖冬事例、
寒冬事例を表し、x はサンプル、上線は平均、s2
は分散、N はサンプル数を示す。この検定統計量























El Nin˜oは 19事例で、そのうち図 2における第一象
限に属する 12 事例が暖冬事例、図 2 における第四
象限に属する 7事例が寒冬事例である。暖冬事例は
51/52, 53/54, 57/58, 65/66, 68/69, 72/73, 86/87,
87/88, 91/92, 97/98, 02/03, 09/10年、寒冬事例は






図 3に 850hPaにおける気温偏差と 500hPaにおけ





暖冬事例（図 3(b), (e)）では、全El Nin˜o事例と比
較すると極東域のより広い範囲で暖冬傾向が見られ
る。高度偏差では、WPパターンが卓越している一方
図 2: NINO.3のインデックスと 850 hPa面の極東
域の気温偏差（K）との関係を示す。1948年以降の
冬をプロットし、赤色が El Nin˜o、青色が La Nin˜a、
白色が中立事例を示す。
で、PNAパターンは不明瞭である。これは、Takaya






3.2 熱帯域における SST偏差と SLP偏差、及び
加熱率偏差








差となる（図 5 (a)）。図 4 (a)で見られるフィリピ
ン海上の高気圧偏差はこの加熱率偏差に対する Gill
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図 3: (a, b, c)は 850 hPa面の気温偏差（カラー、K）と風偏差（矢印、m/s）、（d, e, f）は 500 hPa面の
高度偏差 (コンター、m)を示す。矢印とハッチは 90%の統計的有意性を持つ部分を表す。全 El Nin˜o事例
(a, d)、暖冬事例 (b, e)、寒冬事例 (c, f)。
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図 5: 図 3 と同様。ただし、カラーが加熱率偏差
（K/day）を示す。










































































NCEP Reanalysis-1 data および ERSST v5
は NOAA/OAR/ESRL PSD, Boulder, Colorado,
USA、JRA-55は気象庁より提供して頂きました。
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